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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　命令を含有する少なくとも１つのコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、プロセ
ッサによってロードおよび実行されると、前記プロセッサに、
　単一センサの複数のセンサ測定値から第１の高域通過フィルタリングされたシーケンス
を識別することと、
　前記センサと関連付けされる前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスから
の複数のサンプルを第１の累積された値の中に累積することと、
　前記第１の累積された値を第１の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第１の累積された値が前記第１の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、前記センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせる、媒体。
【請求項２】
　前記媒体は、前記高域通過フィルタリング前または後に、前記センサ測定値の第１の低
域通過フィルタリングを生じさせるための命令をさらに備える、請求項１に記載の媒体。
【請求項３】
　前記媒体は、前記プロセッサに、
　前記複数のセンサ測定値から第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別す
ることと、
　前記第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第２の累
積された値の中に累積することと、
　前記第２の累積された値を第２の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第２の累積された値が前記第２の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、前記センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせるための命令をさらに備える、請求項１～２のうちの１項に記載の媒体。
【請求項４】
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスは、単一容量センサからのセンサ
測定値間の微分のシーケンスを算出することによって算出される、請求項１～３のうちの
１項に記載の媒体。
【請求項５】
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　前記媒体は、前記プロセッサに、
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスがその符号を変化するとき、また
は
　前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを低域通過フィルタリングする結果がそ
の符号を変化するとき、
　前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに備える、請求項１～４の
うちの１項に記載の媒体。
【請求項６】
　前記媒体は、前記第１の累積された値のリセットの数をカウントするための命令をさら
に備え、所与のリセットは、定義された時間間隔の間、前記第１の累積された値が累積閾
値を超えた後に生じる、請求項５に記載の媒体。
【請求項７】
　前記媒体は、前記プロセッサに、前記高域通過フィルタリングされたシーケンスがリセ
ット閾値に到達するとき、前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに
備える、請求項１～６のうちの１項に記載の媒体。
【請求項８】
　前記媒体は、前記プロセッサに、ユーザ定義されたトリガヒステリシス閾値を伴うシュ
ミットトリガの中に前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを入力させるための命
令をさらに備え、前記第１の累積された値は、前記シュミットトリガ出力が可能性として
考えられる２つの出力レベルの１つの事前に定義されたレベルにあるときにリセットされ
る、請求項１～７のうちの１項に記載の媒体。
【請求項９】
　前記媒体は、前記プロセッサに、前記定義された時間間隔内の前記累積された値のリセ
ットの数をカウント閾値と比較させるための命令をさらに備える、請求項６に記載の媒体
。
【請求項１０】
　前記媒体は、前記プロセッサに、前記比較の結果から、移動する水滴が前記センサ上に
存在するかどうかを判定させるための命令をさらに備える、請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　前記媒体は、デバウンスウィンドウ間に、前記プロセッサに、タッチまたは接近がタッ
チとして登録するために十分な長さで持続しないかどうかを判定するために次の測定値を
評価させるための命令をさらに備える、請求項１～１０のうちの１項に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記媒体は、デバウンスウィンドウ間に、前記プロセッサに、タッチまたは接近がタッ
チレベルと非タッチレベルとの間で変動するかどうかを判定させるための命令をさらに備
える、請求項１～１１のうちの１項に記載の媒体。
【請求項１３】
　前記媒体は、前記プロセッサに、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基
づいて、前記デバウンスウィンドウを延長させるための命令をさらに備える、請求項８ま
たは９のうちの１項に記載の媒体。
【請求項１４】
　装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合されている、請求項１～１３のうちの１項に記載のコンピュータ
可読媒体と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　水滴がセンサ上に存在するかどうかを判定するための方法であって、前記方法は、
　複数のセンサ測定値から第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別するス
テップと、
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　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第１の累
積された値の中に累積するステップと、
　前記第１の累積された値を第１の累積された値の閾値に対して比較するステップと、
　前記第１の累積された値が前記第１の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、前記センサが接近されたかどうかを識別するステップと
　を含む、方法。
【請求項１６】
　前記高域通過フィルタリング前または後に、前記センサ測定値の第１の低域通過フィル
タリングをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数のセンサ測定値から第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別す
ることと、
　前記第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第２の累
積された値の中に累積することと、
　前記第２の累積された値を第２の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第２の累積された値が前記第２の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、前記センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスは、単一容量センサからのセンサ
測定値間の微分のシーケンスを算出することによって算出される、請求項１５に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスがその符号を変化するとき、また
は
　前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを低域通過フィルタリングする結果がそ
の符号を変化するとき、
　前記第１の累積された値をリセットすることをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１の累積された値のリセットの数をカウントすることをさらに含み、所与のリセ
ットは、定義された時間間隔の間、前記第１の累積された値が累積閾値を超えた後に生じ
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記高域通過フィルタリングされたシーケンスがリセット閾値に到達するとき、前記第
１の累積された値をリセットすることをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　ユーザ定義されたトリガヒステリシス閾値を伴うシュミットトリガの中に前記高域通過
フィルタリングされたシーケンスを入力することをさらに含み、前記第１の累積された値
は、前記シュミットトリガ出力が可能性として考えられる２つの出力レベルの１つの事前
に定義されたレベルにあるときにリセットされる、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　プロセッサに、前記定義された時間間隔内の前記累積された値のリセットの数をカウン
ト閾値と比較させるための命令をさらに備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記比較の結果から、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかを判定すること
をさらに含む、請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　デバウンスウィンドウ間に、タッチまたは接近がタッチとして登録するために十分な長
さで持続しないかどうかを判定するために次の測定値を評価することをさらに含む、請求
項１５に記載の方法。
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【請求項２６】
　デバウンスウィンドウ間に、タッチまたは接近がタッチレベルと非タッチレベルとの間
で変動するかどうかを判定することをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２７】
　移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基づいて、前記デバウンスウィンド
ウを延長することをさらに含む、請求項２２または２３のうちの１項に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　命令を含有する少なくとも１つのコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、プロセ
ッサによってロードおよび実行されると、前記プロセッサに、
　複数のセンサ測定値から第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別するこ
とと、
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第１の累
積された値の中に累積することと、
　前記第１の累積された値を第１の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第１の累積された値が前記第１の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせる、媒体。
（項目２）
　前記高域通過フィルタリング前または後に、前記センサ測定値の第１の低域通過フィル
タリングを生じさせるための命令をさらに備える、項目１に記載の媒体。
（項目３）
　前記プロセッサに、
　前記複数のセンサ測定値から第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別す
ることと、
　前記第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第２の累
積された値の中に累積することと、
　前記第２の累積された値を第２の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第２の累積された値が前記第２の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、前記センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせるための命令をさらに備える、項目１または２に記載の媒体。
（項目４）
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスは、センサ測定値間の微分のシー
ケンスを算出することによって算出される、前記項目のうちの１項に記載の媒体。
（項目５）
　前記プロセッサに、
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスがその符号を変化するとき、また
は
　前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを低域通過フィルタリングする結果がそ
の符号を変化するとき、
　前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに備える、前記項目のうち
の１項に記載の媒体。
（項目６）
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　前記第１の累積された値のリセットの数をカウントするための命令をさらに備え、所与
のリセットは、定義された時間間隔の間、前記第１の累積された値が累積閾値を超えた後
に生じる、項目５に記載の媒体。
（項目７）
　前記プロセッサに、前記高域通過フィルタリングされたシーケンスがリセット閾値に到
達するとき、前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに備える、前記
項目のうちの１項に記載の媒体。
（項目８）
　前記プロセッサに、ユーザ定義されたトリガヒステリシス閾値を伴うシュミットトリガ
の中に前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを入力させるための命令をさらに備
え、前記第１の累積された値は、前記シュミットトリガ出力が可能性として考えられる２
つの出力レベルの１つの事前に定義されたレベルにあるときにリセットされる、前記項目
のうちの１項に記載の媒体。
（項目９）
　前記プロセッサに、前記定義された時間間隔内の前記累積された値のリセットの数をカ
ウント閾値と比較することを通して、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかを
判定させるための命令をさらに備える、項目６に記載の媒体。
（項目１０）
　前記プロセッサに、前記センサ測定値を通して、移動する水滴が前記センサ上に存在す
るかどうかを判定させるための命令をさらに備える、前記項目のうちの１項に記載の媒体
。
（項目１１）
　前記プロセッサに、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基づいて、前記
センサが接近されたかどうかの識別をデバウンスさせるための命令をさらに備える、前記
項目のうちの１項に記載の媒体。
（項目１２）
　前記プロセッサに、前記第１の累積された値が減少したかどうかに基づいて、前記セン
サが接近されたかどうかの識別をデバウンスさせるための命令をさらに備える、前記項目
のうちの１項に記載の媒体。
（項目１３）
　前記プロセッサに、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基づいて、前記
センサが接近されたかどうかの識別をデバウンスするための時間を延長させるための命令
をさらに備える、前記項目のうちの１項に記載の媒体。
（項目１４）
　装置であって、
　プロセッサと、
　命令を含有する少なくとも１つのコンピュータ可読媒体と
　を備え、
　前記命令は、プロセッサによってロードおよび実行されると、前記プロセッサに、
　複数のセンサ測定値から第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別するこ
とと、
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第１の累
積された値の中に累積することと、
　前記第１の累積された値を第１の累積された値の閾値に対して比較することと、
　前記第１の累積された値が前記第１の累積された値の閾値を上回るかどうかの判定に基
づいて、センサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせる、装置。
（項目１５）
　前記高域通過フィルタリング前または後に、前記センサ測定値の第１の低域通過フィル
タリングを生じさせるための命令をさらに備える、項目１４に記載の装置。
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（項目１６）
　前記プロセッサに、
　前記複数のセンサ測定値から第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別す
ることと、
　前記第２の高域通過フィルタリングされたシーケンスからの複数のサンプルを第２の累
積された値の中に累積することと、
　前記第２の累積された値を第２の閾値に対して比較することと、
　前記第２の累積された値が前記第２の閾値を上回るかどうかの判定に基づいて、前記セ
ンサが接近されたかどうかを識別することと
　をさせるための命令をさらに備える、項目１４または１５に記載の装置。
（項目１７）
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスは、センサ測定値間の微分のシー
ケンスを算出することによって算出される、項目１４－１６のうちの１項に記載の装置。
（項目１８）
　前記プロセッサに、
　前記第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスがその符号を変化するとき、また
は
　前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを低域通過フィルタリングする結果がそ
の符号を変化するとき、
　前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに備える、項目１４－１７
のうちの１項に記載の装置。
（項目１９）
　前記第１の累積された値のリセットの数をカウントするための命令をさらに備え、所与
のリセットは、定義された時間間隔の間、前記第１の累積された値が累積閾値を超えた後
に生じる、項目１８に記載の装置。
（項目２０）
　前記プロセッサに、高域通過フィルタリングされたシーケンスがリセット閾値に到達す
るとき、前記第１の累積された値をリセットさせるための命令をさらに備える、項目１４
－１９のうちの１項に記載の装置。
（項目２１）
　前記プロセッサに、ユーザ定義されたトリガヒステリシス閾値を伴うシュミットトリガ
の中に前記高域通過フィルタリングされたシーケンスを入力させるための命令をさらに備
え、前記第１の累積された値は、前記シュミットトリガ出力が可能性として考えられる２
つの出力レベルの１つの事前に定義されたレベルにあるときにリセットされる、項目１４
－２０のうちの１項に記載の装置。
（項目２２）
　前記プロセッサに、前記定義された時間間隔内の前記累積された値のリセットの数をカ
ウント閾値と比較することを通して、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかを
判定させるための命令をさらに備える、項目１４－２１のうちの１項に記載の装置。
（項目２３）
　前記プロセッサに、前記センサ測定値を通して、移動する水滴が前記センサ上に存在す
るかどうかを判定させるための命令をさらに備える、項目１４－２２のうちの１項に記載
の装置。
（項目２４）
　前記プロセッサに、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基づいて、前記
センサが接近されたかどうかの識別をデバウンスさせるための命令をさらに備える、項目
１４－２３のうちの１項に記載の装置。
（項目２５）
　前記プロセッサに、前記第１の累積された値が減少したかどうかに基づいて、前記セン
サが接近されたかどうかの識別をデバウンスさせるための命令をさらに備える、項目１４
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－２４のうちの１項に記載の装置。
（項目２６）
　前記プロセッサに、移動する水滴が前記センサ上に存在するかどうかに基づいて、前記
センサが接近されたかどうかの識別をデバウンスするための時間を延長させるための命令
をさらに備える、項目１４－２５のうちの１項に記載の装置。
　（要約）
　本開示の実施形態は、命令を含有する、少なくとも１つのコンピュータ可読媒体を含み
、命令は、プロセッサによってロードおよび実行されると、プロセッサに、複数のセンサ
測定値の第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスを識別させる。前述の実施形態
のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第１の高域通過フィルタリン
グされたシーケンスからの複数のサンプルを第１の累積された値の中に累積させてもよい
。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第１の累積
された値を累積されたセンサ測定値または値の第１の閾値に対して比較させてもよい。前
述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第１の累積され
た値が累積されたセンサ測定値または値の第１の閾値を上回るかどうかの判定に基づいて
、センサが接近されたかどうかを識別させてもよい。前述の実施形態のいずれかと組み合
わせて、命令はさらに、プロセッサに、高域通過フィルタリングの前または後に、センサ
測定値の第１の低域通過フィルタリングを生じさせてもよい。前述の実施形態のいずれか
と組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、複数のセンサ測定値の第２の高域通過フ
ィルタリングされたシーケンスを識別させるための命令を含んでもよい。前述の実施形態
のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第２の高域通過フィルタリン
グされたシーケンスからの複数のサンプルを第２の累積された値の中に累積させてもよい
。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第２の累積
された値を累積されたセンサ測定値または値の第２の閾値に対して比較させてもよい。前
述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第２の累積され
た値が累積されたセンサ測定値または値の第２の閾値を上回るかどうかの判定に基づいて
、センサが接近されたかどうかを識別させてもよい。前述の実施形態のいずれかと組み合
わせて、命令はさらに、プロセッサに、センサ測定値間の微分を算出することによって、
第１の高域通過フィルタリングされたシーケンスを算出させてもよい。前述の実施形態の
いずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第１の高域通過フィルタリング
されたシーケンスがその符号を変化するとき、第１の累積された値をリセットさせてもよ
い。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、高域通過
フィルタリングされたシーケンスを低域通過フィルタリングする結果がその符号を変化す
るとき、値をリセットさせてもよい。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令は
さらに、プロセッサに、第１の累積された値のリセットの数をカウントさせてもよく、所
与のリセットは、定義された時間間隔の間、第１の累積された値が累積閾値を超えた後に
生じる。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、高域
通過フィルタリングされたシーケンスがリセット閾値に到達するとき、第１の累積された
値をリセットさせてもよい。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、
プロセッサに、高域通過フィルタリングされたシーケンスまたは第１の低域通過フィルタ
によって事前処理されるセンサ測定値を、ユーザ定義されたトリガヒステリシス閾値を伴
うシュミットトリガの中に入力させてもよく、第１の累積された値は、シュミットトリガ
出力が可能性として考えられる２つの出力レベルの１つの事前に定義されたレベルにある
ときにリセットされる。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロ
セッサに、定義された時間間隔内の累積された値のリセットの数をカウント閾値と比較す
ることを通して、移動する水滴がセンサ上に存在するかどうかを判定させてもよい。前述
の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、センサ測定値を通
して、移動する水滴がセンサ上に存在するかどうかを判定させてもよい。前述の実施形態
のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、移動する水滴がセンサ上に存
在するかどうかに基づいて、センサが接近されたかどうかの識別をデバウンスさせてもよ
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い。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッサに、第１の累
積された値が減少したかどうかに基づいて、センサが接近されたかどうかの識別をデバウ
ンスさせてもよい。前述の実施形態のいずれかと組み合わせて、命令はさらに、プロセッ
サに、移動する水滴がセンサ上に存在するかどうかに基づいて、センサが接近されたかど
うかの識別をデバウンスするための時間を延長させてもよい。
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